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白
居
易

「
秦
中
吟
」
の
読
者
層

「
新
楽
府
」
と
の
比
較
を
通
じ

て

静

永

健

序

残
燈
無
焔
影
憧
憧

此
夕
聞
君
講
九
江

垂
死
病
中
驚
起
坐

闇
風
吹
面
入
寒
窃

残
灯

焔
無
く

影
憧
憧

此
の
夕

君
が
九
江
に
講
せ
ら
る
る
を
聞
く

垂
死
の
病
中

驚
き
て
起
坐
す
れ
ば

闇
風

面
を
吹
き
て
寒
窓
よ
り
入
る
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こ
の
詩
は
、
元
和
十
年

(
八

一
五
)
白
居
易
の
江
州
司
馬
左
遷

の
報
に
接
し
、
通
州
司
馬
に
あ

っ
て
病
篤
き
元
積

が
、
特
に
寄
せ
た

七
言
絶
句
で
あ
る
。
ま
た
、
私
達
に
と

っ
て
は
、
目
加
田
誠
先
生
が
、
生
前
そ
の
ご
病
床
に
あ

っ
て
の
歌
集
の
題
名

と
さ
れ
た
こ
と
に

お

い
て
、
記
憶
に
新
た
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
消
え
か
か
ら
ん
と
す
る
夜
灯

の
枕
辺
に
親
友
の
悲
報
を
耳
に
し
、
驚

い
て
病
嘔
を
起

こ

す
元
積
。
そ
の
頬
に
冷
た
い
夜
風
が
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
..
こ
の
詩
は
、
極
め
て
暗
示
的
な
叙
景
描
写
に
よ

っ
て
、
作
者

の
驚
き
と
悲
し

み
と
を
見
事
に
詠
み
出
だ
し
た
絶
品

で
あ
り
、
私
達
は
、
こ
の

一
首
か
ら
元
白
の
厚
い
交
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、、

し
か
し
、
白
居
易
は
、

こ
の
詩
を
元
積

へ
の
返
信
に
引
用
し
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

「
此
の
句

他
人
す
ら
尚
ほ
聞
く

べ
か
ら
ず
、
況
や
僕
が
心
を
や
。
今

に
至
る
ま
で
吟
ず
る
毎
に
、
猶
ほ
測
側
た
り
耳
。
」
と
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
は
、
絵
人
を
し
て

聞
く
に
堪
え
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
が
、
ま
し
て
我
が
心
に
は
、
今
な
お
側
側
た
る
悲
痛
な
感
傷
が
起
こ
る
と
い
う
の
で
あ
る
、、
今
日
、

白
居
易
「秦
中
吟
」の
読
者
層

へ静
永
)
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私
達

は
、
元
白
の
交
情
の
深
さ
を
、
こ
れ
ら
の
詩
文
を
読
ん
で
、
主
に
そ
の
修
辞
の
巧
み
さ
に
よ
っ
て
推
察
す
る
他
は
無
い
。
だ
が
、

当
事
者

で
あ
る
彼
ら
に
と

っ
て
、
そ
の
思

い
は
、
度
重
な
る
左
遷
や
病
気
、
更
に
は
過
去
の
様
々
な
思
い
出
が
錯
綜

し
、
ま
さ
に
絵
人

に
は

量
り
知
れ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
千
年
以
上
も
後
世
の
私
は
、
両
者

の
交
情
の
ひ
だ
に

入
り
き
れ
な
い

一
種

の
も
ど
か
し
さ
を
禁
じ
得
な
い
。
も
と
よ
り
、
み
ず
か
ら
の
読
解
力
の
浅
さ
の
所
為
で
あ
る
と
し
て
も
。

と

こ
ろ
で
、
こ
こ
に
は
古
典
詩
歌
鑑
賞
に
お
け
る

一
つ
の
忽
視
で
き
な
い
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
詩
歌
に
お
け

る
読
者
お
よ
び
読
者
層

の
問
題

で
あ
る
。
そ
の
作
品
が
、
何
時
、
誰
に
向
け
て
詠
ま
れ
た
も
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
詩
の
解
釈
の
重
要

な

一
部
分

で
あ
り
、
特
に
こ
れ
は
、
杜
甫
や
白
居
易
の
よ
う
に
、
多
く
自
己
の
現
在
の
情
況
に
密
着
し
て
創
作
が
行

な
わ
れ
る
詩
人
に

お
い
て
は
、
殆
ど
必
須

の
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

さ

て
、

「秦
中
吟
十
首
」
(
巻
二

・
O
O
お
～
O」)。。
心
)
と

「
新
楽
府
五
十
首
井
序
」
(巻

三
～
四

・
2
謹
～
O
一謹
)
と
が
、
白
居
易
の

「
調
諭
詩
」

の
代
表
作

で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
す
で
に
贅
言
を
要
し
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
群
は
、
そ
の
量

の
豊
富
さ
、
ま
た
風

刺

の
内
容
の
痛
烈
さ
に
お
い
て
、
ま
さ
に
堂
々
の
風
格
を
持

つ
も

の
で
あ
る
.、
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
作
品
群
は
、
白
居
易
が
生
存
し
て

い
た
、
そ
の
当
初

の
評
価
、
す
な
わ
ち
、
白
居
易
自
身
の
言
及
、
お
よ
び
元
積
ら
周
囲
の
友
人
達

の
言
動
を
見
る

に
、
そ
れ
ら
は
必
ず

し
も
同
日
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
結
果
か
ら
先
に
言
え
ば
、
そ
の
言
及
は
、
専
ら

「
秦
中
吟
」
に
重
く
、

「
新
楽
府
」
に
軽

い
、

も
の
の
様
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

①

「
唐
衝
を
傷
む
二
首
」
其

二

(巻

一
・
8
ω⑦
)
に

「
憶
ふ
昨

元
和
の
初
、
諫
官
の
位
に
備
ふ
る
を

恭

く
す
.)
是
の
時

兵
革

の

後
、
生
民

正
に
憔
埣
せ
り
。
但
ら
民
の
病
痛
を
傷
み
、
時
の
忌
諄
を
識
ら
ず
。
遂
に
秦
中
吟
を
作
り
、

一
吟
に

一
事
を
悲
し
む
。

貴
人
は
皆
怪
怒
し
、
閑
人
も
亦
た
非
砦
す
」.
天
高
く
未
だ
聞
く
に
及
ば
ざ
る
に
、
荊
棘

満
地
に
生
ず
。
唯
だ
唐
衝
の
見
る
有
り
、

我
が
平
生
の
志
を
知
る
。

一
読

歎
嵯
を
興

こ
し
、
再
吟

涕
酒
垂
る
。
因
り
て
和
す

三
十
韻
、
手
つ
か
ら
題

し
て
遠
く
絨
寄
す
。

吾
を
陳
杜
の
間
に
致
し
、
賞
愛
す
る
こ
と
常

の
意
に
非
ず
…
…
.)」
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②

「
元
九
に
与
ふ
る
書
」
(巻

二
八

・
=
。。㊦
)
に
、
白
居
易
が
み
ず
か
ら
の
調
諭
詩
の
評
判
を
述
べ
、
そ
の

「
賀
雨
詩
」
「
実
孔
鐵
詩
」

「楽
遊
園
」
「
宿
紫
閣
村
詩
」
と
と
も
に
、

「秦
中
吟
を
聞
け
ば
、
則
ち
権
豪
貴
近
の
者
、
相
目
し
て
色
を
変
ぜ
り
　
。
」

③

同
じ
く

「
与
元
九
書
」

に
、

「
又

昨

漢
南
に
過
れ
る
日
、
適
ま
主
人
の
衆
楽
を
集
め
、
他
賓
を
娯
し
ま
し
む

る
に
遇
ふ
に
、
諸

妓

僕

の
来
た
れ
る
を
見
、
指
さ
し
て
相
顧
み

『
此
れ
是
れ
秦
中
吟

・
長
恨
歌
の
主
な
り
耳
』
と
日
ふ
。」

以
上
は
、

「秦
中
吟
」
に
つ
い
て
白
居
易
が
み
ず
か
ら
遭
遇
し
、
か

つ
耳
に
し
た
評
判

で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
親
友

元
積
は
、

④

元
積

「
白
氏
長
慶
集
序
」

に

「
因
り
て
賀
雨

・
秦
中
吟
等
数
十
章
を
為
り
、
天
下
の
事
を
指
言
す
。
時
人

之
れ
を
風
騒
に
比
せ

り
焉
。
」
(中
略
)
「
而
し
て
楽
天
の
秦
中
吟

・
賀
雨
の
調
諭
等
の
篇
は
、
時
人
に
能
く
知
る
者
冗干
な
り
。
」

と
述

べ
、

「秦
中
吟
」
を
そ
の
代
表
作
と
し
て
挙
げ
る
も
、

「新
楽
府
」

へ
の
言
及
は
無

い
。

一
方
、

「新
楽
府
」
に
つ
い
て
は
、
先
掲

「
与
元
九
書
」
の
、
彼
の
詩
集
の
分
類
を
述
べ
る
部
分
に
お
い
て
、

⑤

「
拾
遺
よ
り
来
、
凡
そ
適
ふ
所

感
ず
る
所
の
、
美
刺
興
比
に
関
す
る
者
、
又

武
徳
よ
り
元
和
に
詑
る
ま

で
、
事
に
因
り
て
題

を
立
て
、
題
し
て
新
楽
府
と
為
せ
る
者
、
共
に

一
百
五
十
首
、
之
れ
を
調
諭
詩
と
謂
ふ
。
」

と
あ
る
ほ
か
、

⑥

「
拙
詩
を
編
集
し
て

一
十
五
巻
と
成
し
、
因
り
て
巻
末
に
題
し
、
戯
れ
に
元
九

・
李

二
十
に
贈
る
」
(
巻

一
六

・
一〇
〇①
)
の
第
四

句

「苦
う
に
短
李
を
し
て
歌
行
に
伏
せ
し
む
」

の
句
下
の
自
注
に

「
李

二
十
、
常
に
歌
行

に
自
負
せ
し
も
、
近
ご
ろ
予
の
楽
府
五

十
首
を
見
、
黙
然
と
し
て
心
伏
す
。
」

と
あ
る
の
み

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
⑥

に
挙
げ
た
詩
の
冒
頭
の
二
句
に
は
、

⑦

「
一
篇
の
長
恨

風
情
有
り
、
十
首
の
秦
吟

正
声
に
近
し
。
」

と
あ

っ
て
、
や
は
り

「秦
中
吟
」
は

「新
楽
府
」
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
、
白
居
易
が
自
作
の

「
楽
府
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
、
こ
の
他
に
二
例
あ
る
が
、

⑧

「
唐
生
に
寄
す
」
(巻

一
・
O
Oω
ω
)
に
、

「
我
も
亦
た
君
の
徒
、
欝
欝

何
の
為
す
所
ぞ
。
声
実
を
発
す
る
能
は
ず
、
転
じ
て
楽
府

詩
を
作
る
。
篇
篇

空
文
無
く
、
句
句

必
ず
規
を
尽
く
す
。
功
は
虞
人
の
箴
よ
り
も
高
く
、
痛
は
騒
人
の
辞
よ
り
も
甚
だ
し
。
宮

律

の
高
き
を
求
む
る
に
非
ず
、
文
字

の
奇
な
る
を
務
め
ず
。
惟
だ
生
民
の
病
を
歌
ひ
、
天
子
の
知
を
得
ん
こ
と
を
願
ふ
も
、
未
だ

白

居
易

「
秦

中

吟

」
の
読
者

層

(
静
永

)
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天
子
の
知
を
得
ず
、
甘
ん
じ
て
時
人
の
啖
を
受
く
。
藥
の
良
き
は
気
味
苦
く
、
琴
の
淡
き
は
音
声
稀
な
り
。
権
豪
の
怒
を
濯
れ
ず
、

亦
た
親
朋
の
磯
に
任
す
。
人
は
寛
に
奈
何
と
も
す
る
無
く
、
呼
び
て
狂
男
児
と
作
せ
り
。
群
動
の
息
む
に
逢
ひ
、
或
は
雲
霧
の
披

く
に
遇
ふ
毎
に
、
但
ら
自
ら
高
声
に
歌
ひ
、
天
の
卑
に
聴
す
る
を
庶
幾
ふ
。
歌
と
実
と
は
名
を
異
に
す
と
錐
も
、
感
ず
る
所
は
則

ち
帰
を
同
じ
ふ
す
。
君
に
寄
す

三
十
章
、
君
に
与
ひ
て
は
笑
詞
と
為
ら
ん
。」

⑨

「
陶
潜
の
体
に
効
ふ
詩
十
六
首
」
其
六

(巻
五

・
O
卜。
邑

に
、

「
我
に
楽
府
詩
有
り
、
成
り
て
来

人
未
だ
聞

か
ず
。
今
宵

酔
ひ

て
興
有
り
、
狂
詠

四
隣
を
驚
か
す
。
独
賞

猶
ほ
復
た
爾
り
、
何
ぞ
況
や
交
親
有
ら
ん
。
」

こ
れ
ら
が
果
た
し
て

「
新
楽
府
五
十
首
」
そ
の
も
の
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
文
脈
上
確
定
は
で
き
な
い
。
筆
者
が
窃
か
に
案

ず
る
に
、

こ
こ
で
は

「
新
楽
府
」
「秦
中
吟
」
を
含
む
彼
の

「
調
諭
詩
」
全
て
を
指
す
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以

上
、
白
居
易
の
調
諭
詩
に
つ
い
て
は
、
唐
衛
が

「賞
愛
=一
し
、
旅
先
の
妓
女
ま
で
が

「指
さ
す
」
ほ
ど
に
、
そ
の

「秦
中
吟
」
が

評
判
を
得
て
い
る
の
に
対
し
、

「
新
楽
府
」

へ
の
言
及
は
極
め
て
稀

で
あ
る
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

『
白
氏
文
集
』

の
第
三

・
四
巻
を
占
め
、
五
十
首
も
の
大
作

で
あ
る

「新
楽
府
」
が
冷
遇
さ
れ
、

一
方
、
僅

か
十
首
の

「
秦
中

吟
」
が
、
特
に
⑥
の
よ
う
に

「
正
声
に
近
し
」
と
し
て

「
長
恨
歌
」
と
共
に
詩
の
冒
頭
に
列
せ
ら
れ
、
ま
た
④

の
よ
う
に
元
積

に
よ
っ

て
、

そ
の
序
文
に
ま
で
紹
介
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
に
は
、

「
秦
中
吟
」
ま
た

「
新
楽
府
」
制
作
の
動
機
に
何
か
特
別
な
事
情
が
存
在

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
..

と

こ
ろ
で
、
こ
こ
で

一
言

「
新
楽
府
」
「
秦
中
吟
」
両
作
品
群
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず

「新
楽
府

五
十
首
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
様

々
な
推
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
と

し
て
、
そ
の

「
序
」

に

「
元
和
四
年
、
左
拾
遺
為
り
し
時
の
作
。」
と
い
う

一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
揺
る
が
し
難
い
。
私
は
、
更

に
其
三
四

「杜

陵
曼
」
詩
の
内
容
よ
り
、
元
和
四
年

(
八
0
九
)
秋
冬
の
完
成
を
最
も
妥
当
と
考
え
る
。

一
方
、

「秦
中
吟
十
首
」
に

つ
い
て
は
、
清

・

注
立
名
が
撰
し
た

『
白
香
山
年
譜
』
が

こ
れ
を
元
和
五
年

(
八

一
〇
)
に
繋
年
し
、
こ
れ
が

一
応
の
定
説
と
な

っ
て

い
た
が
、
近
年
、

羅
聯
添
氏
に
よ

っ
て
更
に
元
和
四
年
十

一
月
か
ら
翌
五
年
四
月
ま

で
の
間
と
の
考
証
が
提
出
さ
れ
た
。
本
稿

で
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ

り
羅
氏

の
考
証
を
詳
述
で
き
な
い
が
、
こ
の
説
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、

こ
の

「
新
楽
府
五
十
首
」
と

「
秦
中
吟
十

首
」

と
は
、
白
居
易
が
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
発
表
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
十
首
と
十
首
、
七
言
歌
行
と
五
言
古
詩
と
い
う
数
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量

・
詩
型
に
違

い
が
あ
る
作
品
群
を
、
彼
は
何
故
同
時
に
世
に
問
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
上
述

の
如
く
、
そ
の
当
初

の
伝

播
情
況
に
は
明
ら
か
に
格
差
が
あ

っ
た
。
私
達
は
、
こ
れ
を
如
何
に
解
す
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
主
に

「秦
中
吟
」
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ

っ
て

一
つ
の
試
論
を
呈
し
た
い
と
思
う
。

二

 

さ

て
、

「
秦
中
吟
十
首
」
と
は
、
そ
も
如
何
な
る
性
格
を
持

つ
作
品
群
で
あ
る
の
か
。
ま
ず
、
そ
の
第

一
首
に
よ

っ
て
考
え
た
い
。

〔其

一
〕
議
婚

天
下
無
正
聲

人
間
無
正
色

顔
色
非
相
遠

貧
爲
時
所
棄

紅
棲
富
家
女

見
人
不
敏
手

母
兄
未
開
口

緑
窩
貧
家
女

荊
銀
不
直
銭

幾
廻
人
欲
聰

主
人
會
良
媒

四
座
且
勿
飲

富
家
女
易
嫁

貧
家
女
難
嫁

悦
耳
即
爲
娯

悦
目
即
爲
妹

貧
富
則
有
殊

富
爲
時
所
趨

金
縷
繍
羅
儒

嬌
擬
二
八
初

已
嫁
不
須
央

寂
箕
二
十
籐

衣
上
無
眞
珠

臨
日
又
蜘
囲

置
酒
漏
玉
壼

聴
我
歌
爾
途

嫁
早
輕
其
夫

嫁
晩
孝
於
姑

婚
を
議
す

天
下
に
正
声
無
し

耳
を
悦
ば
す
を
即
ち
娯
と
為
す

人
間
に
正
色
無
し

目
を
悦
ば
す
を
即
ち
妹
と
為
す

顔
色

相
遠
き
に
非
ざ
る
に

貧
富

則
ち
殊
な
る
有
り

貧
な
れ
ば
時

の
棄

つ
る
所
と
為
り

富
な
れ
ば
時

の
趨
る
所
と
為
る

紅
楼

富
家
の
女
は

金
縷
も
て
羅
儒
に
繍
す

人
に
見
ふ
も
敏
手
せ
ず

嬌
痴

二
八
の
初
め

母
兄

未
だ
口
を
開
か
ざ
る
に

已
に
嫁
す

こ
と
須
萸
な
ら
ず

緑
窓

貧
家

の
女
は

寂
箕
た
る
二
十
絵

荊
銀

銭
に
直
せ
ず

衣
上
に
真
珠
も
無
し

幾
回
か

人

聰
せ
ん
と
欲
す
る
も

日
に
臨
み
て

又

蜘
覇
す

主
人

良
媒
を
会
せ
し
め

置
酒

玉
壷
に
満
た
し
む

四
座

且
ら
く
飲
む
勿
れ

我
が
両
途
を
歌
ふ
を
聴
け

富
家
の
女
は
嫁
し
易
き
も

嫁
早
け
れ
ば
其
の
夫
を
軽
ん
ず

貧
家
の
女
は
嫁
し
難
き
も

嫁
晩
け
れ
ば
姑
に
孝
な
ら
ん
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聞
君
欲
嬰
婦

嬰
婦
意
如
何

聞
く

君

婦
を
嬰
ら
ん
と
欲
す
と

婦
を
嬰
る
に
意
は
如
何

天
下
に
は
こ
れ
ぞ
衆
人
が
聴
く
べ
き
正
統
な
音
楽
と
い
う
も
の
は
無
く
、
各
々
そ
の
人
の
愛
好
が
あ
る
よ
う

に
、
世
の
女
性
も

さ
ま
ざ
ま
。
し
か
し
、
そ
の
家

の
貧
富
が
結
婚
を
左
右
す
る
。
富
家
の
娘
は
、
衣
装
も
上
等
で
、
ま
だ
礼
儀
知
ら
ず

の
十
六
歳

で
ま
た
た
く
間
に
嫁
ぐ
の
に
対
し
、
貧
家
の
娘
は
、
み
す
ば
ら
し
く
、

二
十
を
過
ぎ

て
も
片
付
か
な
い
。
何

回
か
縁
組
が
あ

っ

て
も
、
す
ぐ
破
談
。
さ
て
、
こ
の
家
の
主
人
は
、
息
子
の
婚
礼
に
良
い
仲
人
を
喚
び
、
お
酒
も
十
分
調
わ
せ
た
。
そ
こ
で
、
そ

れ
が
し
も

一
言
。
富
家

の
娘
は
嫁
ぎ
易
い
が
、
す
ぐ
に
夫
を
軽
ん
じ
ま
す
。
貧
家
の
娘
は
嫁
ぎ
難
い
が
、
姑

に
は
孝
行
だ
。
新

郎
君
、
君
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
?

こ
の
詩
は
、
結
婚
に
つ
い
て
の
論
。
本
邦
に
お
い
て
も
、

つ
と

に

『
源
氏
物
語
』
「帯
木
」
の

「
雨
夜
の
品
定
め
」

の
段
に
も
引
用

さ
れ

て
有
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
従
来

こ
の
詩
の
後
半
部
は
、
息
子
の
縁
談
に
貧
富
い
ず
れ

の
家
か
ら
嫁
を
貰
う

か
を
協
議
し
て
い

る
風
景

に
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
を
婚
儀

の
披
露
宴

の
席
上
の
情
景
と
解
し
た
い
。
貧
富
双
方
よ
り
縁
談
が
あ

っ
て
、

わ
ざ

わ
ざ
富
家
を
抑
え
て
貧
家
と
の
縁
組
を
望
む
と
い
う
の
は
、
社
会
通
念
上
不
自
然
で
あ
る
し
、
主
人
が

「
良
媒
を
会
」
せ
し
め
た

理
由

は

(媒
酌
人
が
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
既
に
こ
れ
は
結
婚
披
露
宴
で
は
な
い
か
)、
お
そ
ら
く
本
日
の
新
婦
こ
そ
が
、
二
十
歳
を

過
ぎ

た
言
わ
ば

〈
縁
遠
き
〉
貧
家

の
女
性
で
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
白
居
易
の
こ
の
論
は
、
か
か
る
婚
礼

に
出
席
し
て
の
所

謂

〈
友
人
代
表
の
ス
ピ
ー

チ
〉
と
解
す
る
方
が
、
よ
り
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
.
し
ば
ら
く
諸
方
の
批
正
を
侯

つ
。

さ

て
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
作
者
白
居
易
の
作
詩
態
度
、
す
な
わ
ち
そ
の
詠
出
の
視
点
で
あ
る
。
白
居

易
は
、
先
に
こ
の

「
秦
中
吟
」
に
簡
単
な
序
文
を
付
し
、

「
貞
元

・
元
和
の
際
、
予

長
安

に
在
り
。
聞
見
の
間
に
、
悲
し
む
に
足
る
者
有
ら
ば
、
因
り

て
其

の
事
を
直
歌
し
、
命
じ
て
秦
中
吟
と
為
す
。
」
と
言

っ
て
い
る
。
白
居
易
が
初
め
て
長
安
に
上

っ
た
の
は
貞
元
十

五
年

(
ヒ
九
九
)。

以
来

こ
の
元
和
四
年
あ
る
い
は
五
年

(
八

一
〇
)
ま
で
の
間
に
彼
が
経
験
し
た
様
々
の

「
悲
し
む
に
足
る
者
」
を

「
直
歌
」
し
た
の
が

こ
の

「
秦
中
吟
」

で
あ
る
。

こ
の

「
議
婚
」
詩
を
見
る
に
、
そ
れ
は
友
人
の
婚
礼
と
い
う
極
め
て
個
人
的
な
経
験
を
題
材
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は

「新
楽
府
」
の
序
文
が

「
総
じ
て
之
れ
を
言
は
ば
、
君
の
為
、
臣
の
為
、
民
の
為
、
物
の
為
、
事

の
為
に
し

て
作
り
、
文

の
為

に
し

て
作
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
言
い
、
そ
の
五
十
首
が

「
七
徳
舞
」
と
い
う
天
子
の
楽
舞
を
詠
じ
た
詩
よ
り
始
ま
る

の
と
好
対
照
を
な

す
も

の
で
あ
る
。
公
的
な

「
新
楽
府
」
と
私
的
な

「
秦
中
吟
」
と
い
う
対
比
は
、
両
作
品
群
の
最
も
際
立

っ
た
違
い
と
し
て
指
摘
さ
れ

一46一



る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「秦
中
吟
」
の
私
的
性
格
を
見
る
上
で
、
次
に
注
目
す
べ
き
点
ぱ
、
そ
の
作
品
中

に
登
場
す
る
人
物
に
あ
る
。
先

の

「議
婚
」
詩
も

そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
、
今
日
の
我
々
に
は
推
定
す
べ
く
も
な
い
白
居
易
の
周
囲
の
、
歴
史
上
に
全
く
無
名
の
人
物
で
あ

っ

た
。

か
つ
、
次
の
詩
に
見
え
る
人
々
は
ど
う
か
。

〔其
四
〕
傷
友

随
巷
孤
寒
士

難
云
志
氣
在

平
生
同
門
友

嚢
者
膠
漆
契

正
逢
下
朝
蹄

是
時
天
久
陰

窒
駒
避
路
立

　
頭
忘
相
識

昔
年
洛
陽
社

今
日
長
安
道

近
日
多
如
此

死
生
不
攣
者

出
門
苦
栖
栖

豊
免
顔
色
低

通
籍
在
金
閨

通
來
雲
雨
膜

軒
騎
五
門
西

三
日
雨
凄
凄

肥
馬
當
風
噺

占
道
上
沙
堤

貧
賎
相
提
携

封
面
隔
雲
泥

非
君
掲
滲
棲

唯
聞
任
與
黎

友
を
傷
む

随
巷

孤
寒
の
士

門
を
出
で
て
苦
だ
栖
栖
た
り

志
気
在
り
と
云
ふ
と
錐
も

山豆
に
顔
色
の
低
る
る
を
免
か
れ
ん
や

平
生

同
門
の
友

通
籍

金
閨
に
在
り

襲
者

膠
漆
の
契

通
來

雲
雨
の
揆

正
に
逢
ふ

朝
を
下
り
て
の
帰
り

軒
騎

五
門
の
西

是

の
時

天
久
し
く
陰
り

三
日

雨
ふ
る
こ
と
凄
凄
た
り

窒
驕

路
を
避
け
て
立
ち

肥
馬

風
に
当
た
り
て
噺
く

頭
を
回
ら
す
も
相
識
を
忘
れ

道
を
占
め

沙
堤
に
上
る

昔
年

洛
陽

の
社

貧
賎

相
提
携
せ
し
も

今
日

長
安

の
道

対
面

雲
泥
を
隔

つ

近
日

多
く
此
く
の
如
し

君
の
み
独
り
滲
棲
た
る
に
非
ず

死
生
不
変
の
者

唯
だ
任
と
黎
と
を
聞
く
の
み

長
安
は
名
利
の
地
、
多
く
の
サ
ク
セ
ス

・
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
む
都

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
幾
多

の
敗
残
者
を
生
む
こ
と

に
も
繋
が

っ
て
い
る
。
か
か
る
不
遇
の
才
子
は
、
旧
友

に
も
見
棄
て
ら
れ
、
す
な
わ
ち

「
随
巷

の
孤
寒
の
士
」
と
し

て
哀
れ
な
末
路
を

辿
る
し
か
な
い
。
白
居
易
の
詩
文
に
は
、
張
籍
、
孔
鐵
、
劉
敦
質
と
い
っ
た
、

こ
う
し
た
時
運
に
見
離
さ
れ
た
有
為

の
士
が
し
ば
し
ば

登
場

す
る
。
ま
た
、
盛
唐

の
詩
人
杜
甫
も
詠
じ
て
い
る
、

「
手
を
翻
せ
ば
雲
と
作
り

覆
せ
ば
雨
と
作
る
」
(
「
貧
交
行
」
=
仇
注
巻

二
)

と
。

こ
の
詩
は
、
当
時
不
遇

の
憂
ぎ
目
に
あ

っ
て
い
る
白
居
易
の
友
人
を
モ
デ

ル
と
し
、
杜
甫

の
詩
を
翻
案
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

白

居
易

「
秦

中

吟
」
の
読
者

層

(
静

永

)
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る
。

と
こ
ろ
で
、
か
よ
う
な
時
世
に
あ

っ
て
、
な
お
も

「
死
生
不
変
」

の
契
り
を
守

っ
た

二
人
が
い
る
。
す
な
わ
ち
本
詩

の
最
終
句
に

い
う

「
任
と
黎
」
と
い
う
人
物

で
あ
る
。
宋
本
は
、

こ
の
句
下
に

「
任
公
叔
、
黎
逢
」
と
い
う
二
人
の
実
名
を
注
記
す
る
。

こ
の
二
人

は
、
新
旧

『
唐
書
』
等
、
正
式
な
記
録
に
ぱ
見
え
な
い
..
た
だ
、

『
全
唐
文
』
巻
四
五
九
に
任
公
叔
の

「
通
天
塁

賦
」
(
『
文
苑
英
華
』

巻
五
0
に
も
収
載
)
「登
姑
蘇
吉室
賦
」
(
『
文
苑
英
華
』
巻
五
二
に
も
)
の
二
作
と
、
同
巻

四
八

一
に
黎
逢
の

「通
天
墓
賦
」
(
『
文
苑
英

華
』
巻
五
〇
に
も
)
等
賦
九
首
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

「
通
天
吉室
賦
」
を
科
挙

の
題
と
す
る
大
暦
十

二
年

(
七
七
七
)
の

〈
同
年
〉

の
進
士
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
他
、
黎
逢
に
つ
い
て
、
彼
の
逸
話
が

『
唐
掠
言
』
巻
五

・
『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
六
に
あ

り
、
詩

二
首

(
『
全
唐
詩
』
巻

二
八
八
、
た
だ
し
内

一
首
は

一
説
に
張
圭
作
)
と
、
更
に
建
中
元
年

(
七
八
〇
〉
経

学
優
深
科
の
及
第

(
『
冊
府
元
亀
』
巻
六
四
五

・

『
唐
会
要
』
巻
七
六
)
の
事
実
が
伝
わ

っ
て
い
る
が
、
二
人
の

「
死
生
不
変
」
の
交
友
を
証
拠
づ
け
る

も
の
は
何

一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
。
白
居
易
が
こ
の
二
人
を
顕
彰
す
る
の
は
、
今
日
の
私
達
よ
り
す
れ
ば
些
か
奇
異
な
感
を
覚
え
る
も

の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
こ
と
は

「
秦
中
吟
」

の
読
者
層
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
詩

は
任
公
叔

・
黎
逢

と
い
う
単
な
る
三
十
年
前

の
進
士
の
事
績
を
知
る
者
、
す
な
わ
ち
当
時
長
安
に
あ

っ
て
科
挙
を
通
じ
て
官
吏
と
な
り
得
た
者

(
白
居
易

も
そ

の

一
人
で
あ
る
)、
お
よ
び
随
巷
の
破
窓
に
未
来
の
栄
光
を
夢
見
る
者
達

で
あ

っ
て
、
本
来
、
広
く

一
般
民
衆

に
示
し
た
り
、
天

子
に
奏
聞
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
は
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
ぱ
な
い
か
と
い
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の

一
首
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

〔甘
バ
山ハ
〕
山立
碑

勲
徳
既
下
衰

但
見
山
中
石

銘
勲
悉
太
公

復
以
多
爲
貴

爲
文
彼
何
人

但
欲
愚
者
悦

文
章
亦
陵
夷

立
作
路
傍
碑

叙
徳
皆
仲
尼

千
言
直
萬
賀

想
見
下
筆
時

不
思
賢
者
暇

碑
を
立
つ

勲
徳

既
に
下
衰
し

文
章
も
亦
た
陵
夷
す

但
だ
山
中
の
石
に
見
え
し
も

立
ち
て
路
傍
の
碑
と
作
す

銘
勲

悉
く
太
公

叙
徳

皆

仲
尼

復
た
多
き
を
以
て
貴
と
為
し

千
言

直

万
賀

文
を
為

る

彼

何
人
ぞ

想
ひ
見
る

筆
を
下
せ
る
時

但
に
愚
者
の
悦
を
欲
し

賢
者

の
喘
{を
思
は
ず
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豊
猫
賢
者
啖

古
石
蒼
苔
字

我
聞
望
江
縣

在
官
有
仁
政

身
残
欲
蹄
葬

墓
較
不
得
蹄

至
今
道
其
名

無
人
立
碑
隅

傍
傳
後
代
疑

安
知
是
塊
詞

麹
令
撫
惇
凄

.
名
不
聞
京
師

百
姓
遮
路
岐

留
葬
此
江
淵

男
女
涕
皆
垂

唯
有
邑
人
知

山豆
に
独
り
賢
者
の
哩
の
み
な
ら
ん
や

傍
に
伝
ふ

後
代
の
疑

古
石

蒼
苔

の
字

安
ぞ
知
ら
ん

是
れ
塊
詞
な
る
を

我
聞
く

望
江
県

麹
令

惇
凄
を
撫
す
と

官

に
在
り

て
仁
政
有
る
も

名
は
京
師

に
聞
こ
え
ず

身
残
し
て
帰
葬
を
欲
せ
ば

百
姓

路
岐
に
遮
る

韓
に
肇
ぢ
て
帰
る
を
得
ざ
れ
ば

留
め
て
此
の
江
泪
に
葬
る

今
に
至
る
ま

で
其
の
名
を
道
は
ば

男
女

涕

皆
垂
る

人
の
碑
腸
を
立
つ
る
無
く

唯
だ
邑
人

の
知
る
有
る
の
み

『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
五
三
、
憲
宗
の
元
和
四
年
の
条
に
は
、
こ
の
時
、
富
官
と
し
て
宮
中
で
最
大
の
権
力
を
振
う
吐
突
承
催
が
、
功
徳

使
と

し
て
安
国
寺
を
修
復
し
、
玄
宗
の
華
嶽
碑
と
同
じ
大
き
さ
の
聖
徳
碑
を
建

て
よ
う
と
し
た
が
、
翰
林
学
士
李
緯

の
反
対
に
会
い
、

天
子

の
命
に
よ

っ
て
建
築
中
の
碑
楼
を
百
頭
の
牛
で
も

っ
て
曳
き
倒
さ
れ
た
記
事
が
見
え
る
。

こ
の
詩
は
、
都
長
安

に
氾
濫
し
た
か
か

る
立
碑
の
風
潮
を
謁
諭
し
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
望
江
県

(今
の
安
徽
省
の

一
小
県
)
の
県
令
と
し
て
仁
政
を
施
し
た
人
物
の
事
績
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋
本
は
、

こ
の
詩
の
第
十
八
句
の
下
に

「
麹
令
、
名
は
信
陵

」
と
注
す
る
。
麹
信
陵

の
伝
は
、

『
唐
詩
紀
事
』

巻

三
五
お
よ
び

『
唐
才
子
傳
』
巻
五
等
に
存
す
る
が
、
貞
元
元
年

(
七
八
五
)
の
進
士
で
、
同
六
年
に
静
州
望
江
県

の
県
令
と
な

っ
.が

ほ
か
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。

白
居
易
は
、
何
故
こ
の
よ
う
な
人
物
を
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
如
何
に
し
て
彼
の
事
績
を
知
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
些
か
愚
問
に
属
し
よ
う
が
、
こ
こ
に

一
つ
の
手
懸
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
清

・
徐
松

の
撰
し
た

『
登
科
記
考
』

で
あ
る
。
同
書
に

拠
れ
ば
、
貞
元
元
年
に
彼
と
共
に
進
士
に
及
第
し
た
人
物
は
、
状
元
及
第
の
鄭
全
済
の
ほ
か
、
羊
士
誇
、
陸
濾
、
桃
係
、
盧
汀
、
銭
徽
、

崔
従
、
崔
顛
の
七
人
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
銭
徽
と

い
う
人
物

こ
そ
は
、
大
暦
の
詩
人
銭
起
の
子

で
あ
り

(字
は
蔚
章
)、
ま
た
白
居

易
と
は
こ
の
当
時
翰
林
院
の
同
僚
と
し
て
多
く
の
詩
を
酬
唱
し
合

っ
た
仲
間

で
あ
る
、.
ま
た
盧
汀

(字
は
雲
夫
)
に

つ
い
て
も
、
例
え

ば
白

居
易
に

「
和
銭
員
外
答
盧
員
外
早
春
独
遊
曲
江
見
寄
長
句
」
(巻
十
二

・
()鋤。。凱
)
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
か
つ
こ
の
詩

の
宋
本
自

注
に
は

「
雲
夫

・
蔚
章
は
同
年
及
第
、
時
に
予
は
蔚
章
と
同
に
翰
林
に
在
り
。
」
と
あ
る
。

こ
う
し
て
見

て
く
る
と
、
こ
こ
に
白
居
易

白

居
易

「
秦

中

吟
」
の
読
者

層

(
静

永

)
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と
麹
信
陵
と
を
結
ぶ
見
え
な
い
糸

の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
時
に
か
か
る
無
名
の
士
を
詠
じ
た
理
由
に
は
、
こ
れ
ら

「
秦
中
吟
」

の

読
者

が
、
銭
徽
等
、
当
時
白
居
易
の
周
囲
に
存
在
し
た
友
人
達

で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
朧
気
な
が
ら
も
確
実
に
推

定
さ

せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
こ
こ
で
更

に

「
仁
政
」
と
さ
れ
た
麹
信
陵
の

「
惇
屡
を
撫
す
」
と
い
う
事
績
に
注
目
し
た
い
。
と

い
う
の
は
、
こ
の

「
立
碑
」
詩
が
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
元
和
四
年
頃
の
白
居
易
の
周
囲
を
考
え
る
と
、

「惇

一
つ
ま
り
妻
を
亡
く
し
た
男
達
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
和
四
年
七
月
九
日
、
元
積
は
愛
妻
章
叢
を
亡
く
す
。
彼
の
悲
し
み
は
、
や
が
て
そ
の

「傷
悼
詩
」
の
諸
篇

と
な

っ
て
文
学
的
結
実
を
見
る
が
、
元
愼
の
事
件
と
こ
の

「
立
碑
」
詩
に
は
何
ら
か
の
繋
が
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
年
九

月
、
盧
貞

(字
は
子
蒙
)
と
い
う
人
物
も
妻
を
亡
く
し
、
彼
を
慰
め
る
べ
く
、
元
唄
が
数
首
の
詩
を
贈

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
じ
く

九
月
十
九
日
、
こ
ん
ど
は
章
叢
の
父
、
章
夏
卿
の
継
妻
段
氏
が
亡
く
な
り
、
元
愼
は
彼
女
の
為
に
墓
誌
銘
を
書
い
て

い
る
。
章
夏
卿
は

先
に
元
和
元
年
に
残
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
人
の

「凄
」
(寡
婦
)
の
死
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
と
麹
信
陵

の

「
仁
政
」
と
は
、

別
し

て
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、

「
惇
凄
を
撫
す
」
と

い
う
こ
と
が
、

こ
こ
で
特
に

「
仁
政
」
と

し
て
詠
み
出
だ
さ

れ
る
背
景
に
は
、
白
居
易
の
無

二
の
親
友
元
棋

の
か
か
る
不
幸
が
想
起
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

以
上
か
な
り
詮
索
に
過
ぎ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、

「
秦
中
吟
」
は
、
そ
の
詠
出
さ
れ
た
題
材
、
お
よ
び
作
者
白
居
易

の
視
点
に
お
い
て
、

当
時
長
安
に
在
住
す
る
進
士
出
身
者
し
か
知
り
得
な
い
人
物
が
登
場
す
る
等
、
そ
の
私
的
性
格
を
多
分
に
持

つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
言
え
る
よ
う
に
筆
者

に
は
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
銭
徽
や
元
積
と
い
つ
た
白
居
易
の
周
囲
の
人

々
を
第

一
の
読
者
と
し
て
想
定

し
詠

み
出
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
..
其

二

「
重
賦
」、
其
三

「傷
宅
」
、
其
八

「
五
絃
」
、
其
十

「
買

花
」
等
、
そ
れ
ら

は
い
か
に
も
当
時
長
安
に
あ

っ
て
社
会
的
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
誠
諭
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
ま
た
其
五

「
不
致

仕
」
、
其
七

「
軽
肥
」
、
其
九

「
歌
舞
」

の
よ
う
に
、
あ
る
面
で
は
、
未
だ
下
積
み
の
小
官
の
、
権
貴
を
誇
る
大
官
達

に
対
す
る
不
満
と

羨
望

の
辞
と
も
解
せ
ら
れ
る
も
の
も

一
方
に
お

い
て
確
か
に
か
つ
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三

 

さ
き
に
②
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
に
、
白
居
易
は
そ
の

「秦
中
吟
」
の
評
判
に
つ
い
て

「権
豪
貴
近
の
者
達
が
読
ん

で
顔
色
を
変
え
た
」

と
言

っ
て
い
る
。
然
り
、

「秦
中
吟
十
首
」
に
お
い
て
、
各
首
に
頻
繁
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
権
貴
富
豪
の
者
達

へ
の
痛
罵
で
あ
る
。

例
え
ば
、
其

一

「議
婚
」

に
は

「
貧
富

則
ち
殊
な
る
有
り
」
と
あ
り
、
其
二

「重
賦
」

に
お

い
て
は
、

「
官
庫
の
門
を
窺
」

っ
た
農

民
の
見
た
も
の
は

「給
畠
は
山
の
如
く
積
ま
れ
、
続
紫
は
雲

の
似
く
屯
む
」
で
あ
り
、
其
三

「傷
宅
」

に
は

「厨
に
臭
敗
の
肉
有
り
、

庫
に
貫
朽
の
銭
有
」
る
大
邸
宅

の
様
子
が
描
か
れ
、
其
四

「
傷
友
」
で
は

「
通
籍

金
閨
に
在
」
る
か
つ
て
の
友
人

の
薄
情
が
、
其
五

「
不
致
仕
」

で
は

「
朝
露

に
名
利
を
貧
り
、
夕
陽
に
子
孫
を
憂
ふ
」
老
大
臣
の
醜
態
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
其

六

「
立
碑
」
で
は

「
復

た
多
き
を
以
て
貴
と
為
し
、
千
言

直

万
貨
」
と
あ
り
、
其
七

「軽
肥
」
は
軽
裏
肥
馬
の
内
臣

(
宙
官
)
の

「意
気

驕

路
に
満

ち
、
鞍
馬

光

塵
を
照
ら
す
」
様
子
が
、
其
九

「
歌
舞
」
は

「
朱
輪

車
馬
の
客
、
紅
燭

歌
舞
の
楼
」

の
歓
楽
が
、

其
十

「
買
花
」
は

「
一
叢

深
色

の
花
、
十
戸

中
人
の
賦
」
と
い
う
高
価
な
牡
丹
の
花
が
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
其
八

「
五
絃
」
は
、

一

見

〈
富
貴
〉
と
は
無
関
係

の
よ
う
だ
が
、

一
世
を
風
靡
す
る
趙
壁

の
五
絃
琵
琶
に
、

「
今
を
好
み
古
を
好
ま
」
ざ

る
風
潮
に
よ

っ
て

「所

以
に
緑
窓

の
琴
、
日
日

塵
土
を
生
ず
る
」
と
い
う
情
景
を
見
る
目
は
、
や
は
り
他
の
九
首
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
其
九

「
歌
舞
」

の
第
五

・
六
句
に
日
く
、

貴
有
風
雲
興

貴
に
は
風
雲
の
興
有
り

富
無
飢
寒
憂

富
に
は
飢
寒
の
憂
無
し

こ
の

〈
富
貴
〉
に
対
す
る
攻
撃
的
な
眼
光
は
、

「秦
中
吟
十
首
」
全
篇
に

一
貫
す
る
白
居
易
の
視
点
と
言
え
、
ま
さ
に
こ
の

一
聯
に
は

「秦
中
吟
十
首
」
の
主
題
が
要
約
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ

て

「
秦
中
吟
」
を
こ
の
よ
う
に
読
み
解

い
て
ゆ
く
と
、
私
達
は
お
の
ず
と

「新
楽
府
」
と
の
違

い
に
気
付
か
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ

ん

「新
楽
府
五
十
首
」

に
も
其
三
二

「売
炭
翁
」
や
其
四

一
「
官
牛
」

の
よ
う
な
権
貴

の
横
暴
を
詠
む
作
品
は
あ
る
。
だ
が
、
五
十
首

は
総

じ
て
そ
の
攻
撃
性
に
弱
く
、
そ
こ
に
は
往
々
に
し
て
天
子
の
視
点
と
で
も
言
う
べ
ぎ
、

つ
ま
り
は

「
秦
中
吟
」

と
は
対
照
的
な
公

的
な
性
格
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
其

二
八

「牡
丹
芳
」
は
、

「秦
中
吟
」

の

「
買
花
」
詩
と
同
じ
題
材

を
扱
う
も
の
だ
が
、

白
居

易

「
秦

中
吟

」
の
読
者

層

(
静
永

)
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白
居
易
は

こ
の
詩
の
主
題
を

「
天
子
の
農
を
憂
ふ
を
美
む
る
な
り
」
と
自
注
し
、
ま
た

「傷
友
」
詩
に
対
応
す
る
其

二
七

「
澗
底
松
」

に
は

「
天
子
の
明
堂
に
梁
木
を
欠
く
、
此
に
求
め

彼
に
有
る
も

両

つ
な
が
ら
知
ら
ず
」

の
句
が
あ
る
。
ま
た
其
十

七

「
五
絃
弾
」
に

つ
い
て
見
る
に
、
趙
壁
の
琵
琶
に
よ

つ
て
遺
棄
せ
ら
れ
る
楽
器
は

「
秦
中
吟
」

の

「
五
絃
」
詩
に
詠
じ
ら
れ
た

「
緑
窓
の
琴
」
で
は
な

く
、

「
二
十
五
絃
」
の

「
古
琶
」
で
あ
り
、
こ
の
異
同
は
、

一
方
が

一
般
の
士
大
夫
を
、
他
方
が
天
子
の
楽
団

(教
坊
)
を
そ
れ
ぞ
れ

念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
、
其
十
五

「
道
州
民
」
は
、
さ
き
に
挙
げ
た

「立
碑
」
詩
の
後
半

部
に
酷
似
す
る
が
、
そ
こ
に
顕
彰
さ
れ
る
人
物
は
、
麹
信
陵
の
よ
う
な
微
官
で
は
な
く
、
先
帝
順
宗
が
か
つ
て
都

に
召
還
せ
ん
と
し
て

果
た
せ
な
か

っ
た
、
道
州
刺
史
陽
城
と
い
う
名
士
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
私
的
な

「
秦
中
吟
」
に
対
し

て
、

「新
楽
府
五

十
首
」
に
は
天
子

へ
の
奏
聞
を
意
識
し
て
の
、
題
材
選
択
に
際
し

て
の
細
や
か
な
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
富
貴
」

と
い
う
語
句
に
着
目
す
れ
ば
、

「
新
楽
府

五
十
首
」
中
に
は
、

「秦
中
吟
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
こ
れ
を
敵
視
す
る
用
例
は
全
く
無

い
。

た
だ

一
例
、
其

四
四

「草
荘
荘
」
に
、

別
爲
天
地
於
其
間

別
に
天
地
を
其

の
間
に
為
り

擬
將
富
貴
随
身
去

富
貴
を
将
て
身
に
随

へ
て
去
か
ん
と
擬
す

と
あ

る
が
、

こ
れ
は
死
後

の
世
界
に

〈
富
貴
〉
を
持

っ
て
ゆ
こ
う
と
し
た
秦
始
皇
の
虚
妄
を
嘲
る
句
で
あ
る
。
富
貴
は
天
に
在
り
。
天

子
と
は
言
わ
ば

〈
富
貴
〉

の
具
現
者

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は

〈
富
貴
〉
そ
の
も
の
で
さ
え
あ
る
。
さ
れ
ば
、
そ
の
天
子
に
奏
聞
す
べ

く
作
ら
れ
た

「
新
楽
府
」

に
は
、
そ
の
言
葉
は
全
く
意
味
を
成
さ
な
か
つ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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四

公
的
性
格
の

「新
楽
府
」
と
、
私
的
性
格
の

「
秦
中
吟
」。

か
か
る
両
者
の
対
照
を
考
え
る
と
き
、
私
達
は
は
じ
め
て
白
居
易
が
こ

の
元
和
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
時
期
に
、

こ
れ
ら
性
格
の
相
異
な
る
二
つ
の
作
品
群
を
発
表
し
た
理
由
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

唐
衝

が
感
動
し
、
漢
南
の
妓
女
が
噂
し
、
元
損
が
白
居
易
の
文
集
の
序
文
に
紹
介
し
た
の
が
、

「
新
楽
府
」

で
は
な

く
、

こ
の

「秦
中

吟
」

で
あ

っ
た
こ
と
も
、

〈
富
貴
〉
を
敵
視
す
る

一
般
士
大
夫
と
庶
民
の
視
点
か
ら
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
説
明
付
け
ら
れ
る



で
あ

ろ
う
。
白
居
易
は
、
誰
に
読
ま
せ
る
作
品
で
あ
る
か
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
そ
の
創
作
活
動
を
展
開
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
、
白
居
易
は
左
拾
遺
と
い
う
官
職
に
あ

つ
て
、
実
に
意
気
洋
々
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
新
旧

『
唐
書
』

の
白
居
易
伝
や
、

『
資
治
通
鑑
』

の
記
述
等

に
お
け
る
彼
の
活
躍
に
瞭
然
と
し
て
い
る
()
時
に
は
彼
は
、
皇
帝
憲
宗

に
向
か

っ
て

「
陛

下
錯

て
り
。
」
と
暴
言
を
吐
く
ほ
ど
に
盛
ん
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
元
和
四
年

に
は
、
妻
楊
氏
と
の
間
に
初
め
て
の
子
供
を

授
か
る
が
、
そ
の
娘
の
名
を
、
彼
は
自
己
の
職
場
で
あ
る
金
量
殿
に
因
み
、
大
胆
に
も

「金
攣
」
と
名
付
け
る
の
で
あ

っ
た
。
世
情
は

な
お

不
穏

で
は
あ

っ
た
が
、
彼
に
は
実
に
幸
福
な
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
0
彼
の
こ
の
勢
力
的
な
創
作
活
動

の
背
景
に
は
、

こ

う
し

た
身
辺
の
事
情
も
考
え
合
わ
さ
れ
よ
う
か
。

さ

て
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
経
て
、
更

に
考
え
ら
れ
る
こ
と
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
中
唐
期
に
隆
盛
を
見
る
社
会
風
刺
の

作
品
群

で
あ
る
。
従
来
の
文
学
史
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
は
既
に
下
降
期
に
あ

っ
た
唐
王
朝
の
社
会
情
勢
か
ら
説
き
起

こ
さ
れ
る
の
が

一

般

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
秦
中
吟
」
の
創
作
過
程
を
推
察
す
る
に
、
白
居
易
の
周
辺
に
は
あ
る
特
定
の
読
者
層
が
形
成
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
議
婚
」

や

「傷
友
」、
そ
し

て

「
立
碑
」
の
各
詩
を
見
る
に
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
最
初
か
ら

広
範

な
不
特
定
の
読
者
を
想
定
し
て
詠
出
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
本
稿
に
い
う

〈
私
的
性
格
〉
を
備
え
て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
詩
は
、
任
公
叔
や
黎
逢
、
望
江
県
令
と
し
て
不
遇
の
生
涯
を
終
え
た
麹
信
陵
と

い
う
人
物
を
知
る

者
達

で
あ
り
、
ま
た
、
貧
家

の
娘
を
嬰
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
流
以
下
の
士
大
夫
達
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

作
者

白
居
易
に
し
て
み
れ
ば
、
将
来
広
範
な
読
者
を
得
、
天
下
に
そ
の
詩
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
は
窃
か
に
望
む
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、

一
方
で
そ
の
左
拾
遺
と
い
う
地
位
を
十
分
に
発
揮
し
、
天
子
の
閲
読
に
叶
う
べ
き

「
新
楽
府
」
を
彼
は
用
意
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
白
居
易
の
こ
の

「秦
中
吟
」
と

い
う
十
首
の
詩
は
、

や
は
り
そ
の
当
初
、
元
積
や
銭
徽
、
そ
し
て
唐

衝
と
い
っ
た
彼
の

親
し

い
友
人
達
、
す
な
わ
ち
当
時
長
安

に
あ

っ
て
彼
が
相
識
と
な

っ
た
中
流
か

つ
そ
れ
以
下
の
士
大
夫
達
の
た
め
に
、
彼
の
衷
心
か
ら

の
同
情
を
以
て
詠
み
出
だ
さ
れ
た
と
考

え
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
彼
の
詩
を
目
に
し
た
友
人
達
も
、
白
居
易
と

同
様

に
社
会
を
憂
え
る
詩
篇
を
詠
ん
で
い
る
。
元
積
が
そ
う
で
あ
り
、
李
紳
が
、
そ
し
て
張
籍
が
そ
う
で
あ
る
。
か

つ
、
特
に
こ
こ
で

思
い
起
こ
さ
れ
た
い
の
は
、
さ
き
に
①

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
唐
衝
が
白
居
易
の
こ
の

「秦
中
吟
」
に
和
し
て
一二
十
韻

の
詩
を
寄
せ
、
白

居
易
を

「陳
杜

の
間
に
致
し
、
賞
愛
す
る
こ
と
常
の
意
に
非
ず
」

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
白
居
易
自
身
も
そ
の
後
元
唄

の
詩

白
居

易

「
秦
中

吟

」
の
読

者
層

(
静
永

)
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中
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集

第
二
十
三
号

に
対
し

「和
答
詩
十
首
井
序
」
(巻
二

・
〇
一」×
)～
〇
二
〇
)
を
、
張
籍
に
対
し

「読
張
籍
古
楽
府
詩
」
(巻

一
・
O
O
ON
)
を
、
そ
し
て
銭
徽

に
対
し

「
白
牡
丹
詩
、
和
銭
学
士
作
」
(
巻

一
・
O
O
ω
一
)
を
詠
み
、

こ
れ
ら
を
み
ず
か
ら
の

「調
諭
詩
」
に
編
入
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。

中
唐
期
に
あ

っ
て
白
居
易
を
中
心
に
盛
ん
に
創
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
社
会
風
刺
の
詩
篇
の
多
く
は
、
か
か
る
詩
人
間
の
相
互
の
私
的

な
関

係
に
お

い
て
創
作
さ
れ
読
ま
れ

て
い
た
と
は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
、
科
挙
及
第
に
よ

っ
て
し
か
そ
の
栄
達
を
望
む
べ
く
も
な
か

っ
た
白
居
易
等
中
流
以
下

の
士
大
夫
達
は
、
概
し
て
孤
独
で
あ

っ

た
。

白
居
易
は
長
安
上
京
の
直
後
の
書
簡

の
中
に
言

つ
て
い
る
。

居
易
は
鄙
人
な
り
。
上
に
朝
廷
附
離

の
援
無
く
、
次
に
郷
曲
吹
煎

の
誉
無
し
、
然
れ
ば
則
ち
敦
か
為
に
し
て
来
た
ら
ん
哉
。
蓋
し

侯
む
所
の
者
は
文
章
の
み
耳
、
望
む
所

の
者
は
主
司
た
る
至
公

の
み
耳
。

「陳
給
事

に
与
ふ
る
書
」
(巻

二
七

・
一ム
○。
心
)

こ
の
書
簡
は
陳
京
に
自
己
の
推
薦
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
多
少
の
誇
張
の
辞
も
存
し
よ
う
が
、

こ
の
情
況
は
当
時

の
白
居
易
や
元
唄

等
中
流
以
下
の
士
大
夫
達
に
と

っ
て
は

い
ず
れ
も
五
十
歩
百
歩
の
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
、
と
も
に
長
安
の
片
隅
で

肩
を
寄
せ
合

っ
て
暮
ら
す
彼
等
が
、
詩
文

の
唱
酬
に
よ

っ
て
互
い
の
友
情
を
深
め
、
そ
の
淋
し
さ
を
埋
め
合
う
こ
と
は
極
め
て
自
然
な

関
係

で
あ
り
、
時
に
そ
の
街
衝
に
目
賭
す
る
世
上
の

〈
富
貴
〉
に
対
し
て
不
満
と
羨
望
の
気
持
ち
を
懐
く
こ
と
も
、

あ
な
が
ち
有
り
得

無
か

っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

唐
代
に
往

々
に
散
見
さ
れ
る
社
会
風
刺
の
詩
篇
を
か
か
る
読
者
層
の
視
点
で
と
ら
え
る
必
要
を
、
小
稿
は
、
今
褒

の
課
題
と
し
て
呈

す
る
も
の
で
あ
る
。

(
一
九
九
四
年
八
月

三
十
日

在
福
岡
)
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注

「
聞
楽
天
授
江
州
司
馬
」
(
『
元
氏
長
慶
集
』
巻

二
十
)。
た
だ
し
本
稿

で
は
白
居
易

「
与
微
之
書
」
(那
波
本

『
白
氏
文
集
』

巻

二
七

.
=
。。
㊤
)
に
引
用
さ
れ
た
も
の
に
拠

っ
た
。
元
積

の
詩
文
集

で
は
、
第
三
句

「
驚
起
坐
」
を

「
傍
恨
望
」
に
、
第
四

句

「
吹
面
」
を

「
吹
雨
」
に
作
る
。

『
歌
集

残
燈
』
石
風
社

一
九
九
三
年
八
月
刊
。

白
居
易

「
与
微
之
書
」
(
『
白
氏
文
集
』
巻

二
七

・
=
○。
㊤
)。
な
お
、
本
稿

で
は
四
部
叢
刊
初
編
所
収
那
波

道
圓
翻
朝
鮮
古
活



字
本

『
白
氏
文
集
』
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
す
る
。
ま
た
、
同
版
本
は
白
居
易

の
自
注
の
大
部
分
を
削
去
し
て
い

る
た
め
、

こ
れ
を
南
宋
紹
興
年
間
の
刊
本
を
影
印
す
る

『
白
氏
長
慶
集
』
(台
湾

・
藝
文
印
書
館

一
九

八

一
年
二
月
再
版
)

に
よ

っ
て
補
う

(本
稿
で
は
宋
本
と
略
称
)。
ま
た
、
白
居
易

の
作
品
番
号
は
花
房
英
樹
氏

『
白
氏
文

集
の
批
判
的
研
究
』

(
朋
友
書
店

一
九
七
四
年
七
月
再
版
)
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

『
元
氏
長
慶
集
』
巻
五

一
。
ま
た
同
作
品
は

『
白
氏
文
集
』
の
巻
首
に
も
収
載
。

た
だ
し

「新
楽
府
」
に
つ
い
て
は
、
敦
捏
出
土
の
遺
簡
中
に
十
六
首
の
抄
録

(伯
§
㊤刈
号
)
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
炊
曼
爾
と

い
う
人
物
が
元
和
十
五
年

(
八
二
〇
)
に
抄
録
し
た
と
の
署
名
の
入
る
残
欠

(
「
売
炭
翁
」

一
首
)
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「攻
曼
爾
詩
籏
」

は
、
現
在
新
彊
博
物
館

に
蔵
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
近
年
、
顧
学
韻
氏

の
校
点
す
る

『
白
居
易
集
』
(全
四
冊

北
京

・
中
華
書
局

一
九
七
九
年
十
月
刊
)
に
そ
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
陳
寅
恪
氏
著

『
元
白
詩
箋
証
稿
』
(
一
九
五
0
年
初
版

・
五
五
年
補
訂
、
本
稿
は
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
二
年

刷
の

『
陳
寅
恪
文
集
之
六
』
に
拠
る
)

一
二
八
～

一
二
九
頁
に
は
、

こ
の
問
題
に
触
れ
、
す
な
わ
ち
元
和

四
年
の
以
後
、
数

度
に
亙
る
白
居
易
の
改
作
と
増
補
が
あ
り
、
五
十
首
と
い
う
大
作
の
完
成
は
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
後
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
同
書
は
、
清

・
盧
文
招

の

『
群
書
拾
補
』

の

「
白
氏
長
慶
集
校
正
」
が
明
代
の
厳
震
の
刊
刻
に
よ
る

『
白
氏
調
諫
』
に

「唐
元
和
壬
辰
冬
長
至
日
左
拾
遺
兼
翰
林
学
士
白
居
易
序
」
の

一
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
、
自
説

の
補
助
と
し
て
い
る
。

「
元
和
壬
辰
」
は
元
和
七
年

(
八

一
二
)
に
当
た
る
。

羅
聯
添
著

『
唐
代
文
学
論
集
』

(全

二
冊

台
湾
学
生
書
局

一
九
八
九
年
五
月
刊
)
下
冊
四
九
七
～
五

二
〇
頁

「
白
居
易

秦
中
吟
写
作
的
背
景
」。
ま
た
同
氏
著

『白
楽
天
年
譜
』

(台
湾

・
国
立
編
訳
館

一
九
八
九
年
七
月
刊
)

一
○
三
～

一
0
四

頁
。
と
こ
ろ
で
、
同
様
の
問
題
に
つ
い
て
は
他

に
湯
華
泉
氏
の
論
文

「
ぺ
秦
中
吟
》

・

《新
楽
府
》
写

作
先
後
弁
」
(
安
徽

師
大
学
報

[哲
学
社
会
科
学
版
]

一
九
八
二
年

第

一
期

[総
第
四
0
期
]
)
を
参
照
し
た
。

例
え
ば
、
こ
の
詩

の
第
二

一
・
二
二
句
を
、
佐
久
節
氏
訳
は

「
今
此
家

の
主
人
は
良
媒
た
ち
を
集
め
て
盛
宴
を
張
り
、
婚
を

議
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
」
(続
国
訳
漢
文
大
成
文
学
部
第
九
巻

『
白
楽
天
詩
集
』
第

一
巻

国
民
文
庫
刊
行
会

一
九
二
八
年
八

月
刊
)、
鈴
木
虎
雄
氏
訳
は

「
こ
〉
に
某
家
の
主
人
あ
り
、
仲
う
ど
た
ち
を
会
含
し
て
座
敷

に
宴
を
張
り
酒
を
備
え
て
、
そ

白
居
易
「秦
中
吟
一の
読
者
層

(静
永
)
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の
量
な
み
　

と
玉
の
壷
に
み
て
り
。
」
(
『
白
楽
天
詩
解
』

弘
文
堂

一
九

二
八
年
十

一
月
刊
)、

田
中
克
己
氏
訳
は

「
こ

の
家
の
主
人
は
よ
い
な
こ
う
ど
た
ち
を
集
め
、
宴
会
を
し
て
結
婚
の
相
談
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
」
(漢
詩
大
系

『
白
楽
天
』

集
英
社

一
九
六
四
年

六
月
刊
)
、
近
藤
春
雄
氏
訳
は

「
と

こ
ろ
で
、

こ
の
家
の
主
人
は
、
よ

い
仲
人
を
集
め
て
、
宴
会
を

開
き
、
酒
が
玉
壷
に
溢
れ
て
い
る
()」
(
『
白
氏
文
集
と
国
文
学

=
新
楽
府

・
秦
中
吟
の
研
究
』

明
治
書
院

一
九
九
〇
年

一
一
月
刊
)
と
、

い
ず
れ
も
媒
人
を
複
数
に
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
の
雷
松
林
氏
は

「
主
人
請
来

最
好
的
媒
人
、
準
備
的
美
酒
盛
満
了
玉
壷
。
」
(
『
白
居
易
詩
選
訳
』
修
訂
本

天
津

・
百
花
文
藝
出
版
社

一
九
八
六
年

二

月
刊
)
と
訳
出
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
事
は

『
旧
唐
書
』
巻

一
六
四
お
よ
び

『
新
唐
書
』
巻

一
五
二
の

「
李
経
伝
」

に
も
見
え
、
更

に
李
経
の
撰
し
た

『
李
相
国
論
事
集
』

に
も

「論
安
国
寺
不
合
立
聖
徳
碑
状
」
(巻

一
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

宋

・
洪
逼

『
容
斎
五
筆
』
巻
七

「
書
麹
信
陵
事
」
を
参
照
。

『
元
氏
長
慶
集
』
巻
九
に
収
め
ら
れ
る

「傷
悼
詩
」
の
各
篇
で
あ
る
。

『
元
氏
長
慶
集
』
巻
九

「
傷
悼
詩
」
の
内
、

「
初
寒
夜
寄
盧
子
蒙
」
「
城
外
回
謝
子
蒙
見
諭
」
「諭
子
蒙
」

の
三
首
で
あ
る
。

『
元
氏
長
慶
集
』
巻

五
八

「唐
左
千
牛
章
珊
母
段
氏
墓
誌
銘
」。

底
本
は

「
古
琴
」
に
誤
る
(.
今
、
平
岡
武
夫

・
今
井
清
両
氏
校
定

『
白
氏
文
集
』
第

一
冊

(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一

九
七

一
年
刊
)
に
従

っ
て
改
め
る
。

陽
城
召
還
の
事
は
、

『
旧
唐
書
』
巻

一
九
二

「
隠
逸
伝
」
お
よ
び

『新
唐
書
』
巻

一
九
四

「卓
行
伝
」
中

の
各

「
陽
城
伝
」
、

ま
た

『資
治
通
鑑
』
唐
紀
五
二
、
順
宗
永
貞
元
年

(
八
〇
五
)
の
条
に
見
え
る
。

『
旧
唐
書
』
巻
十
四

「
憲
宗
紀
」
に
よ
る
と
、
元
和
四
年
七
月
、
憲
宗
は

「
御
制
前
代
君
臣
事
　
十
四
篇

」
を
六
扇
の
屏
風

に
書
か
し
め
、
宰
臣
達

に
見
せ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

こ
の
事
績
を
李
経

『
李
相
国
論
事
集
』
に
お
い
て
確
か
め
る
に
、
そ

の

「
御
制
事
迩
」
は
五
十
條

で
あ

っ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る

(
同
書
巻

一

「
造
屏
風
事
」
「進
歴
代
君
臣
事
迩
五
十
條
状
」

「
批
答
宰
相
等
賀
忠
諫
屏
風
表
」
)(.
従
来
、
白
居
易

の

「
新
楽
府
」
が
何
故
五
十
首

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
論

じ
た
も

の
を
見
な
い
が
、
筆
者
は
窃
か
に
こ
の
憲
宗
の
五
十
條
の

「御
制
事
迩
」
に
呼
応
し
た
も

の
と
推
察
す
る
。
だ
と
す
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れ
ば
、

こ
の

「新
楽
府
五
十
首
」
は
、
白
居
易
が
時

の
皇
帝
に
奉
じ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
の
榜
証
が
得
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
は

『
旧
唐
書
』
巻

一
六
六
お
よ
び

『
新
唐
書
』
巻

=

九
の

「
白
居
易
伝
」
、
ま
た

『
資
治
通
鑑
』
唐
紀

五
四
、
憲

宗
元
和
五
年

(
八

一
〇
)
の
条
に
見
え
る
。
ま
た
、

こ
の
時
、
李
経
が
憲
宗
に
執
り
成
し
た
文
章
が

『李

相
国
論
事
集
』

に

見
え
る

(同
書
巻

一
「
論
白
居
易
事
」
).、

ま
た
、
こ
の

「議
婚
」
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
白
居
易
自
身
の
結
婚

(
元
和
三
年
)
の
情
況

も
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
妻
は
、
既
に
平
岡
武
夫
氏

「
白
居
易
と
そ
の
妻
」
(東
方
学
報
第
三
六
冊

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所

一
九
六
四
年
十
月
)
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
名
門
で
あ
る
弘
農
の
楊
氏

一
族
よ
り
嫁
い
で
い
る
。
彼

女
は
、
白
居
易
と
も
交
流

の
深
い
陽
虞
卿

の
従
父
妹

で
あ
り
、
揚
汝
士
の
妹

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
結
婚

当
時
の
楊
家
が
い

ま
だ
さ
ほ
ど
の
社
会
的
地
位

に
な
か

っ
た
こ
と
は
、
花
房
英
樹
氏

『
白
居
易
研
究
』

(世
界
思
想
社

一
九
七

一
年

三
月
刊
)

一
六
～
二
五
頁
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
.、
ま
た
、
彼
女
の
結
婚

の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
花
房
氏
は
同
書
に
お

い
て

「居
易
よ
り
も
少
な
く
と
も
十
五
歳
ほ
ど
若

い
は
ず
で
あ
る
。
」
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
三
十
七
歳

で
結
婚
し
た

白
居
易
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
女
の
結
婚
も
ま
た
二
十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
白
居
易
は

「
内
に
贈
る
」
と

題
す
る
詩

(巻

一
・
O()ω
卜。
)
の
最
後
に
言

っ
て
い
る

「
君
が
家
に
胎
訓
有
り
、
清
白
を
ば
子
孫
に
遺
す
。
我
も
亦
た
貞
苦
の

士
、
君
と
新
た
に
結
婚
せ
り
。
庶
く
は
貧
と
素
と
を
保
ち
、
階
老
し
て
同
に
欣
欣
た
ら
ん
。
」
と
。
ま
た

「友
に
贈
る
五
首
」

其
五

(OO
。。
㊤
)
に
も
、

「
三
十
に
し
て
男
は
室
有
り
、
二
十
に
し
て
女
は
帰
ぐ
有
る
べ
き
も
、
近
代

離

乱
多
く
、
婚
姻
に

期
を
過
ぐ
る
こ
と
多
し
.)」
と
あ
る
。

『
白
氏
文
集
』
巻

一
・
二
に
収
め
ら
れ
る

一
二
二
首

の
誠
諭
詩

に
は
、
今

回
の

「
秦

中
吟
」

の
如
く
、

〈
私
的
性
格
〉
を
持

つ
も

の
と
、

「
新
楽
府
」

の
如
く
、

〈
公
的
性
格
〉
を
持

つ
も

の

(例
え
ば
圧
巻

「
賀
雨
詩
」
な
ど
は
後
者

に
属
し
よ
う
)
と
の
二
種
類
の
作
品
群
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
後
日

稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。

そ
の

一
方
、
自
己
の
顕
揚
を
目
的
と
し
て
創
作
さ
れ
た
作
品
も
、
も
ち
ろ
ん
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
元
積
の

「
和

李
校
書
新
題
楽
府
十

二
首
」
は
そ
う
し
た
作
品

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
元
積

『
和
李
校
書
新
題

楽
府
十
二
首
』

の
創
作
意
図
」
(
日
本
中
国
学
会
報
第
四
三
集

一
九
九

一
年
十
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

白
居

易

「
秦

中
吟

」
の
読
者

層

(
静
永

)
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【追
記
】
筆
者
は
、
本
稿
執
筆
後
、
十
月
七
日
明
海
大
学
で
行
わ
れ
た
第
五
回
中
唐
文
学
会

に
お
い
て
本
稿
の
要
旨

を
報
告
す
る
機
会

を
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
折
、

「吟
」
と

「楽
府
」

の
形
態
の
違

い
に
つ
い
て
、

「
吟
」
が
比
較
的
軽
挑
浮
薄
な
詩
歌
形
態

で
あ
る
の
に

対
し

(例
え
ば
張
籍
の
節
婦
吟
や
孟
郊
の
遊
子
吟
な
ど
)
、

「
楽
府
」
は
漢
の
武
帝
の
設
置
し
た
役
所
の
名
を
由
来
と
し
、
本
来
天
子

と
の
関
わ
り
の
深
い
堂

々
た
る
正
式
な
詩
歌
形
態

で
あ
る
と
の
ご
指
摘
を
日
本
大
学
の
丸
山
茂
氏
よ
り
賜
わ

っ
た
。
本
稿

の
論
証
を
補

充
す

る
も

の
と
し
て
、

こ
こ
に
記
し
て
鳴
謝
い
た
し
ま
す
。
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